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御 茶 の 水 キ リ ス ト の 教 会 

 

７月２０日(月) 

選択の問題：神様の選択 

聖書朗読  ヨナ３章 

 あなたは私を海の真ん中の深みに投げ込まれました。潮の流れが私を囲み、あな

たの波と大波がみな、私の上を超えて行きました。      ヨナ２：３ 

 

  選ばれることは選ぶことよりも重要です。私たちの文化は、私たちが自分のす

ることを選択する能力にとても大きな価値を置いており、そして実際、ヨナの物語

は選択することの結果を示しています。しかしそれは同時に選ばれるということに

どのような意味があるかも描いています。私たちは選ばれることを名誉の高さとし

て考えます。ノーベル賞受賞者に選ばれること、子どもの名付け親に選ばれること

など。しかし選ばれることが常に華麗であり、魅力的であるとは限りません。ヨナ

は彼の時代において最もかわいそうな『選ばれし者』の一人であり、海藻の帽子を

被って魚の中に横たわったのです。 

  私は賑やかな大ヒット映画『トイ・ストーリー』のあるシーンを思い出します。

その映画のあるポイントで、子どもがクレーンを操作して景品をつかみ取る機械が登

場します。その中にいるエイリアン型の景品はみんな、クレーンがまっすぐに降りて

きて彼らのうちの一人を掴むのを見上げています。捕まった一人が畏敬と共に「選ば

れた。さようなら。もっといいところへ行く」と言います。その真実は、そのエイリ

アンの景品は実際にはあるいたずら好きの子どものおもちゃに選ばれたということで

した。 

  私たちはしばしば、それが本当に名誉と苦難の祝福であったときに、『選ばれる

こと』を名誉と平安の祝福であったと気付くことがあります。ヨナと同じように、あ

なたも選ばれています。神様はあなたに、そこから逃げるためではなく、そこに向か

って走るためのニネベを用意しておられます。選ばれることは名誉ですが、それには

自分たちのこころを神様のみこころと同調させることが必要とされます。選ぶのでは

ありません。選ばれましょう。 

 

讃美歌  ３５２ 

祈 り 親愛なる神様、あなたが私たちを、あなたのみこころを行なう使いとして

選ぶことを私たちが受け入れるとき、平安を与えてください。あなたが私

たちのために選ばれた立場の中で、私たちに謙遜を与えてください。 

イエス様の御名により。アーメン。 

ネイサン・シャンク 

                         オクラホマ州 ノーマン 



 

７月２１日(火) 

誘 惑 さ れ る 

聖書朗読  マタイ４：１～１１ 

 イエスは答えて言われた。「『人はパンだけで生きるのではなく、神の口から出る

一つ一つのことばによる。』と書いてある。」          マタイ４：４ 

 

  もしそれが私だったなら、試練を乗り越えられなかったでしょう。石をいくつも

のパンに変えることは、私が特別な存在であること――私にはすごいことができるこ

とを証明してくれることです！ そして私は、自分がすごいことをするのを人々に見

られるのが心の底から好きなのです。もし天使が私を助けてくれるなら、それは私に

対する神様の力と愛を証明してくれるでしょう。（人々に神様の力と愛を見せる手助

けをすることにならないでしょうか？）あらゆる名誉と栄華を一瞬のうちに与えられ

ることは、私が苦難の道を歩むこと――私が心から望まないことから遠ざけてくれる

でしょう。 

  もちろん、私は何も捨てることなく栄光を手に入れたいと望むのです。 

  しかし、イエス様は誘惑にあらがい、いつも取る同じ道――まっすぐに十字架へ

と導く困難の道を取りました。十字架の上で、イエス様は渇きに襲われ、助けに舞い

降りてくれる天使もおらず、持っていたものすべてを取り去られました。 

  いつも、栄光は、あとから来るのです。 

  私たちはよく、ショートカットしたい誘惑にかられます。しかし、もし私たちが

本気でイエス様のように生き、そのあとに続きたいと思うなら、私たちは力、栄光、

富の誘惑に抗い、十字架へと導く道を取らねばなりません――なぜなら、自分たちに

死ぬことによって、私たちは真の命を見出すのですから。 

 

讃美歌  １６０ 

祈 り 主よ、私たちがいつもあなたに、あなただけに焦点を合わせていることが

できるように助けてください。 

イエス様の御名により。アーメン。 

 

カーリー・イーフェ 

                           テキサス州 ラボック 

 

７月２２日（水） 

あなたの光をいっぱいに輝かせましょう 

聖書朗読  マタイ５：１～１６ 

 このように、あなたがたの光を人々の前で輝かせ、人々があなたがたの良い行ない

を見て、天におられるあなたがたの父をあがめるようにしなさい。 

   マタイ５：１６ 

 

  あなたは『ボトル・ツリー』を見たことがありますか？ それはある芸術作品―

―木の形をした金属のスタンドがそれぞれの『枝』に空き瓶を持っているという物で

す。その『木』を明るい窓のそばにおいたなら、太陽の光が瓶を通過して、部屋を反

射光で満たしてくれます。私はそのそばで読書するのが好きなので、窓のためにボト

ル・ツリーを作りました。私は注意深く、骨董店やリサイクル店で見つけた様々な色

の首の長い、大きな瓶を『木』の金属の枝にそっと取り付けました。それらはあらゆ

る形と色の瓶でした――緑、青、ばら色に透明。私はそれらの全ての色を通過して、

部屋の中にあふれる日光を見ることに魅了されます。 

  神様は光であり、神様の内には闇が一切ありません。神様は私たち一人ひとりを

違う賜物、違う環境、そして違う時間に造られました。しかし神様の光、神様の臨在、

神様の聖霊は、すべての信者を通じて世界にまことの光をもたらします。こんにち私

が生徒たち――それぞれが固有の存在である子どもたち――に教えているように、私

は神様の光が自分を通して輝き、彼らが神様のすばらしさ、希望、愛を見ることがで

きるように祈っています。神様は光なのです。 

 

讃美歌 こどもさんびか ５２ ひかりひかり 

祈 り 主よ、あなたは世界の光です。私たちはあなたの御名に栄光を帰します。

私たちが感謝にあふれるとても透き通った人生を送ることで、私たちが触

れる人々があなたの光を見ることができるように導いてください。イエス

様の御名により。アーメン。 

 

シャーリン・ムーア 

                カリフォルニア州 パシフィック・パリサデス 



 

７月２３日（木） 

虫に食われた、役に立たないもの 

聖書朗読  マタイ６：１９～２４ 

 子どもたちよ。私たちは、ことばや口先だけで愛することをせず、行ないと真実を

もって愛そうではありませんか。             Ⅰヨハネ３：１８ 

 

  神様は、あなたが結婚式の後に配偶者に愛の言葉を告げるのを期待しているでし

ょうか？ もちろんです！ 今日の聖書箇所の解釈は含みを持たせている言葉です。

愛の言葉だけ言って中身が伴わないことは良くないということです。同じように、銀

行の口座や安全な貸金庫を持つことが悪いことなのでしょうか？ もちろん違います

が、それを第一に目標にしてはいけません。 

  毎年、それぞれの州は貸金庫に置き去りにされて引き取り手のいない宝物を押収

します。ＭＳＮ（マイクロソフト・ニュース）の『マネー・セントラル』でリズ・ウ

ェストンが「私はこれらのオークションの一つに参加しました、それは言葉にできな

いほど悲しいものでした。彫刻の入ったウェディング・バンド、銀の赤ん坊用ガラガ

ラ、よく手入れされた野球カードのコレクション、それらの全てが全く知らない人に

検分され、売られて行ってしまうのです。持ち主たちはこれらの物をとても大切にし

て、安全に守るために銀行に預けたのですが、それを忘れてしまい、結果的にはそれ

を永遠に失うことになってしまいます。 

  このことの意味とは？ あなたの所有物があなた自身を所有し、ゴラム（訳注：

Ｊ・Ｒ・Ｒ・トールキンの小説『指輪物語』の登場人物。別訳「ゴクリ」）と彼の『い

としい』指輪と同じように役に立たないものにしてしまう可能性がある、ということ

です。あなたはあなたの大切な物として保管しているものを最後にどこで使ったか思

い出せますか？ 私たちはいつになったら物の価値は人間にまさるものではなく、人

間は神様の似姿に造られているがゆえに大切で良いものであるということを学ぶので

しょうか！ 自分の宝を金庫に仕舞い込むのではなく、天に置くようにしましょう。 

 

讃美歌 Ⅱ１９５ 

祈 り 親愛なる主であり造り手である方、私があなたの似姿に造られていること

を思い出せるように助けてください。私が自分の本質をあなたの姿に近づ

けていき、自分の持ち物をあなたの栄光のために使えるように助けてくだ

さい。 

イエス様の御名により。アーメン。 

バリー・Ｃ・ポイナー 

                         ミズーリ州 カークスビル 

 

７月２４日（金） 

誰が気にするでしょうか！ 

聖書朗読  マタイ１０：２８～３３ 

  私の心は主に拠り頼み、私は助けられた。          詩篇２８：７ 

 

  自然を見ようとするとき、私たちは動物園の風変りな動物やずっと遠くの場所の

ことを考えます。しかし、スズメが飛んでいたり翼をバタバタさせるのを見たことが

ない人がいるでしょうか？ もちろんスズメは風変りにも特別にも見えません。彼ら

はただの『どこにでもいる鳥』――小さく、たくさんいて、のんびりしていて、特に

カラフルだったりも音楽的に鳴いたりも食べておいしかったりもしません。彼らはあ

りきたりで、見逃されがちです。 

  それでもイエス様はたった一羽のスズメでも、父なる神様のみこころなしに地に

落ちることはないと教えます。当然、イエス様のことをおかしいとか冗談をいってい

るとか思う人もいるでしょう――スズメ！ 誰が気にするでしょうか！ 

  私たちの父なる神様は、気にするのです。シンプルな、暇を持て余したバードウ

ォッチャーの興味も引かないようなありふれたスズメのためにさえ。それでも私たち

の父なる神様はそんな一羽のスズメの事さえも気にかけるのです。 

  私たちは危険な時代、恐ろしい脅しや暴力、検問所や色分けされた警告にあふれ

る時代に生きています。私たちはいつもそうです。最後のときまで、ずっとそうでし

ょう。人々が心配になったり怒ったりするのは自然なことです。しかしイエス様は私

たちに保証してくれます。この世界で本当に恐れるべき相手はお一人だけ――「たま

しいもからだも、ともにゲヘナで滅ぼすことのできる」方であると。私たちが完全に、

継続的にそのお方を信頼するとき、私たちには恐れるものは何一つありません。誰が

気にするでしょうか？ 神様がしてくださるのです！ 

 

讃美歌 こどもさんびか １０ 

祈 り 私たちのお父様、あなたは私たちのすべてを知り、完全に気遣ってくださ

います。私たちが心配したり恐れたりするのを赦してください。あなたの

見守りが私たちを囲み、支えてくださっていることを私たちが感じられる

ように助けてください。 

イエス様の御名により。アーメン 

 

マイケル・ディットモア 

                   カリフォルニア州 ニューベリーパーク 



 

７月２５日（土） 

良さそうに見える 

聖書朗読  マタイ１２：３３～３７ 

  なぜなら人の口は、心に満ちているものを話すからです。   ルカ６：４５ 

 

  手袋をはめた手で鍋掴みの冷たい方の端を持って、食堂のコックは注意深くダッ

チオーブンの蓋を持ち上げました。私は好奇心から、その下で何が調理されているか

を見るために近づきました。そこで私はシナモンと砂糖がまだらになったピーチ・コ

ブラーの皮があと少しで完成するところであるのを見ました。「良さそうに見える」と

私は言いました。「見えるだけじゃなくて、良いものだよ」と彼は自信ありげに言いま

した。私は「良いものだから良さそうに見えるんですね」と言葉を返しました。 

  もちろん、良さそうに見えるものが必ずしも良いものであると保証されているわ

けではないことを、私たちは知っています。イエス様はこのことをマタイ２３章で認

めています。墓は外側は美しく見えるかもしれませんが、いつも「内側は、死人の骨

や、あらゆる汚れたものがいっぱい」なのです。ある杯は外側は清潔そうに見えます

が、その内側は「強奪と放縦でいっぱいです。」偽善の重要な点は外側は良さそうに見

えるのに、内側は腐敗と堕落があるということです。 

  一方で、もし内側が良いものであるなら、それは明らかにされ、見られることに

なるでしょう。別の箇所で、イエス様は「良い木はみな良い実を結ぶ」（マタイ７：１

７）と言っておられます。真に良いことは内側から始まり、外に向かって働くのです。

それゆえに、神様は私たちがご自身に加わるとき、私たちのこころや望みに注意を払

うのです。 

  コブラーが一番良く出来上がるまでコックが二度ほどオーブンの中を確認してい

る間、私は、そのそばをうろついていました。そして、ついに彼はダッチオーブンの

持ち手を持ち、ざらざらした板の上に置き、配膳の準備をしました。待ちわびていた

時がやってきました。言うまでもなく、それを頂くと見た目も味も極上のものでした。 

 

讃美歌  Ⅱ９５ 

祈 り 私たちの天のお父様、あなたの良いものが私たちの心の中に居場所を見つ

け、私たちがあなたの望まれる良い実を結ぶことができますように。 

  イエス様の御名により。アーメン。 

クリス・フリーゼル 

                         テキサス州 グランベリー 

 

７月２６日(日) 

投石器と矢 

聖書朗読  マタイ２７；２７～４０ 

 また彼らはイエスにつばきをかけ、葦を取り上げてイエスの頭をたたいた。 

マタイ２７：３０ 

 

シェイクスピアのハムレットが、自分の直面している困難について熟考して、そ

れらの問題を「乱暴な運命の投石器と矢」であると形容しました。人生の中で悪いこ

とが起き、そして私たちは良い人々にも悪いことが起きることがあるのだとヨブから

学びます。神様はそうなってほしいと望んでいないのですが、エデンの園での罪の始

まりが、すべての人類の人生の道筋を変えてしまったのです。 

神様の御子であるイエス様は、創造における特別な役割を演じて罪のない人生を

生きました。そしてさらに、その先の十字架上の死において、イエス様は気遣いのな

い人々の手によって冷酷な軽蔑と不名誉に遭わされました。私たちも人生の中で困難

を経験するのは不思議なことではありません。それらの試練にどう応答するかは重大

な問題です。私たちの基本的な反応は神様の守りへの気づきです。パウロは、神様を

愛する者にはすべてのことが共に働いて益となると私たちに伝えています（ローマ

８：２８）。バッツェル・バレット・バクスターは、侵略してくる人生の問題を処理し

ていく痛切な短い本『人生が転落するとき』において、こう結論付けています。「信者

は試練や困難を最小限にはしません、それでは人生は失敗してしまいます。信者はむ

しろ主の力強い助けに頼るのです。」 

 

聖 歌 ４９６ 

祈 り   恵み深い神様、私たちが人生の試練や困難に直面するとき、あなたの臨在

と助けにいつも気づくことができるように助けてください。 

イエス様の御名により。アーメン。 

 

ワイン・エステス 

                   カリフォルニア州 サウザンドオークス 

 

 


